
 

 

   

 

 
 

 

令和８年８月１日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※） 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

 

 

  【中四国ブロック取決事項】 

  医 科 

№ 取扱い 根拠 備考 

1 傷病名「インフルエンザ

（疑い含む）」のみに対し

て、SARS-ＣｏＶ２・イン

フルエンザウイルス抗原

同時検出（定性）の算定

については、原則、認め

られない。 

ただし、インフルエンザ

ウイルス抗原検出キット

が入手困難であったこ

とがレセプトに明記され

ている場合は認める。 

新型コロナウイルス感染症が第５類に変更と

なり、またインフルエンザウイルス抗原検出

キットが入手困難状態も改善されてきてい

る現状から、「インフルエンザ（疑い含む）」の

みの傷病名で、SARS-ＣｏＶ２・インフルエン

ザウイルス抗原同時検出（定性）キットの算定

は認めがたい。 

ただし、令和 5 年 1 月 27 日付けの厚労省

保険局医療課Ｑ&Ａがあることから、レセプ

トにインフルエンザウイルス抗原検出キット

が入手困難である旨のコメントが明記され

ている場合は、認める。 

適用診療月 

令和７年９月１日 

 

削除（適用診療月:

令和８年１１月診療

分） 

 

 

中四国ブロックにおける審査上の取扱い 

（ブロック取決）のご案内 

令和 7年 6月 1日にお知らせした以下の中四国ブロックの審査委員会における

審査上の取扱い（ブロック取決）については、その後、検討を重ねた結果、審査上の

全国統一取決として一義的に取りまとめるべきものではなく、個々の診療報酬明細

書の記載内容に応じ審査判断されるものとして、当ブロックにおける審査上の取扱

いとしては削除することとなりましたのでお知らせします。 

本件に関する問合せ先 

中四国審査事務センター 

・ 内科・歯科審査室内科審査課（ＴＥＬ：０８２-５７６-７７８０） 


